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明治大学教養論集　通巻446号

（2009・3）　pp．1－22

　　　　　　　　〈｝Ke＞　か　〈一）iKe＞　か

一『ムスチスラフ福音書』における〈iAKO｝KC＞の場合

岩　井　憲　幸

はじめに

　我々は数年来，『ムスチスラフ福音書』（McTHcnaBoBo　eBaHre刀Me．以下

Mstと略称する）の研究を行なっておりω，並行して索引の作成も計画をし

ている。Mstは1117年以前にルーシで成立したとされ，したがってロシ

ア教会スラブ語（slavon　russe）ないし古代ロシア文語（npeBHepyccKWt

nMTepaTypHbM　H3b1K）というべきだが，ロシアにおける文語成立の萌芽期

につき研究を重ねている立場からは，古代教会スラブ語（01d　Church　Sla－

vonic）の地方的変種のひとつと看倣しうる（2）。

　Mstの原本は閲覧が難しく，研究はもっぱら次の刊本によっている。

　JI．　H．｝KyKoBcKaH，　JI．　A．　BnanHMMpoBa，　H．　rI，　naHKpaToBa，　AnpaKoc　McTH・

　cnaBa　Be刀HKoro，　M．，1983．

この書は，国際スラヴィスト会議に向けて当時のソ連科学アカデミー・ロシ

ア語研究所より，｝KyKOBCKafl監修の下に出版された，すぐれた学術刊行物

である。しかしながら，我々の索引作成のためにこの刊本テクストを電子化

した際，思わぬ問題につきあたった。｝KyKOBCKaHらの刊本（以下Zと略称）

は，索引も付されているのだが，我々は正順と逆順の両索引作成をあざして

いることから，屋上屋を重ねることに近い作業を行なわざるをえなかった。
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　さてここでひとつの問題が出来した。Particulaの〈｝KC＞にかかわる問題

である。OCSの〈｝KC＞は，言うまでもなく，　coniunctioとして用いられる

場合と，particulaとして用いられる場合とがある。これを判別しなければ

ならない。前者では，文頭につぐ第二の位置に出現することが多い。後者の

一部も同様の性質をもつ。すなわち語の次に出現する。しかしこれのみで両

者を区別する基準とはならず，困難をいや増すのみである。さらに次のよう

な事情もこの問題をややこしくしているのである。すなわち，写本原本にお

いては続け書きが常であるから，したがって，テクスト刊行の際に〈MC＞

をどう処理するかは，いつに校訂者の考えと判断にかかっている。その場合，

いわば語源的解釈の立場にたつものと，語の意味を尊重する立場にたつもの

と，おおかた二つに分かれるのである。今日では後者が主流と目されるが，

旧ソ連邦の学界においては前者の立場によって多くの刊行がなされた。そし

てZもかかる方針に依っているテクストなのである。〈｝KC＞をすべて独立

させて表記すれば，索引における語の認定に困難を生じることは必定である。

そこで我々は次のような方策を講ずることにした。

　Mstの内容はいわゆるfull　aprakosである。これに相当するテクストの

刊本は見当たらぬから（『ミロスラフ福音書』については別途扱う），ま

ずOSCのカノンのひとつであり，四福音書である『マリア写本』（Codex

Marianus．以下Marと略称）のテクストとMstのそれを対照させた。これ

により，多くが解決されたが，若干の未解決部分も残った（3）。

　本稿はこの未解決部分のうち，もっとも判別に困難さを感じた〈IAKO｝Ke／

｝AKO｝KC＞につき，具体的に検討し，結論を得んとする試みである。判別を

困難にさせている最大の原因は，テクストにreductionが存するからであ

る。キュリロス＝メトディオス期のOCSテクストが，直線的にMstのテク

ストにつながっているわけでは無論なく，しかもこの間に多くのmissing

linkが存在し，かつ又Gr．テクストにこれが多い。一方，　Mstはその後の

ルーシのテクストに多大な影響を与えたことはいなめぬ事実なのである。
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〈IAKO｝KC／IAKO｝KC＞の問題はささやかなものではあるが，検討するに値

するものと考える。

1．MstのテクストはZに依ることは前述した。さら’に本稿では比較・対照

のために，次の諸本を参照する。本稿での略号，名称，成立地，成立時期，

使用文字の別，内容の順で列挙する。（6まではSJSに依拠（4）。それ以下は

各々に各国語の通称を用いる）。

このうちいわゆるcanonは

aprakosであり

〈参考文献A＞を見よ）。

　さらに次の再構テクストも参照する。キュリロス＝メトディオス期のテク

ストを想定するゆえである。

　9，　Vajs：J．　Vajs，　Evangeliulp　Sv．　Marka，　Text　rekonstruovanY，　V

　　　Praze，1927，1935；Evangelium　Sv．　Matou忌e，　Text　rekonstruovan夕，

　　　VPraze，1935；Evangelium　Sv．　Luka§e，　Text　rekonstruovan夕，　V

　　　Praze，1936；Evangelium　Sv，　Jana，　Text　rekonstruovan夕，　V　Praze，

　　　1936．

また「マルコ伝」に限り，次の書も参照する。

10．　Vosk：F，　BocKpeceHcKiPt，　EBaHrenie　oTb　MapKa　no　ocHoBHblMb

Mar．Codex　Marianus．　Macedonia，　X－XI，　glag．，　tetra．

Zog：Codex　Zographensis．　Macedonia，　X－XI，　glag．，　tetra．

Ass：Evangeliarium　Assemani．　Macedonia，　X－XI，　glag．，　aprakos．

Sav　l　Liber　Sabbae．　Bulgaria，　XI，　cyr．，　aprakos．

Ostr：Evangerialium　Ostromiri．　Russia，　XI，　cyr．，　aprakos．

Arch：ApxaHreJIbcKoe　eBaHre∬He．　Rhssia，1092，　cyr．，　aprakos．

Miro：MHpocnaBJbeBo　jeBaHljeJbe．　Serbia，　XII，　cyr．，　aprakos．

Vrac：BpaqaHcKo　eBaHreJIHe．　Bulgaria．　XIII，　cyr．，　aprakos．

　　　　　　　　　　　　　　，1・2・3。4である。又，5・6・8はshort

　　　　　　，7のみfull　aprakosである。（以上諸本の刊本については
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　　cnHcKaMrb　qeTHPexb　Pe逗aKHi且　PyKoHMcHaro　cJlaBHHcKaro　eBaHreJlb－

　　cKaro　TeKcTa［…］，　M．，1894．

この書には1144年「ガリツィア福音書』（Galと略称），　Mst，他にロシア14

世紀の2写本の4テクストを併載する。ただし，丑yPHOBOの評するように⑤

やや学問的厳密さを欠く所もあるが，第一にGal刊本が身近に参照できぬた

めに，第二にMstがいかに表記されているか参考とするために，引用する。

　　　　　　　　　ノ　次の書は現行のロシア教会スラブ語による聖書で，現状を知るために参照

した⑥。

11．　　1997：BH6」1HH，　KHMrH　cBHIIIeHHoro　nHcaHHH　BeTxoro　H　HoBoro　3aBeTa

　　Ha　uePKoBHoc”aBHHcKoM　H3HKe［…］，　PoccH跳cKoe　6H6neficKoe　o6皿ecT・

　　BO，　M．，1997

現行ロシア語訳聖書は2004年刊を使用した（＜参考文献A＞を見よ）。

　ギリシア語（Gr．）テクストは，　Nestle－Alandの第27版を主とするが，

時にVajs所載テクストも参照する。　VajsのGr．テクストは，いわゆる

textus　receptusだが，ごく一部に推定による改変が示されている（7）。和訳

文は日本聖書協会訳を主とし，時に岩波版による訳も参照した（以上の正式

書名等は〈参考文献A＞につかれよ）。

2．本題に移る前に＜｝KC＞につき，一般的な見解を見ておく必要がある。幸

い，1966年に刊行が開始されたSJSが1997年に完結し，さらに2006年に

サンクト・ペテルブルク大学によるリプリント版が刊行され，学者達に多大

な稗益を与えており，本稿でも第一にこのSJSに依りたい。

　〈｝KC＞はまずconiuntioとparticulaに大別されることは上述したが，後

者に他の語彙と結びつくものが存するのである。

　SJSは，これら他の語彙と結びつくparticulaをさらに次のように4種に

分類して記述する。今，簡潔にただし例語はもらさずに引用すれば，次の通

りである。
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　1．　元来の代名詞，関係副詞，一部の接続詞と：例H｝Ke，　IAK［E・｝1｛C，

　　正AI｛）OBT）｝1｛C，　BbNrCMA｝KC，丑ONb丑CmC，　nONb｝1｛八C｝KC，　AONb｝1｛C，

　．nONE”K｝KC，110NICJIも｝KC，　OTI）NICJII4｝KC，　OTI）NICJIも｝KC，3ANIC｝KC，

　　nONIC｝1｛C，　Ml＞lbM｛C，　HπC｝1｛C，レDI｛AC｝KC；IffiAOy｝KC，　OTI）N吊πOy｝1｛C，

　　正AMO｝KC，　ICJIHKO｝1｛C，　IC∫【bMA｝1｛C，　ICJIBMH｝KC，　rCJIb｝KC，　IAKO｝KC；

　　－KAMOH｛C，　KT）nCE｛C，　OTbK吊丑Oy｝1｛C．

　2．元来の指示代名詞，指示副詞，指示接続詞と：例T’b｝1｛C，TO｝1｛C，

　　TSMb｝KC，　TAKO｝KC，　TbrπA｝KC；TA｝KC，　Tも｝KC．

　3．　否定代名詞，否定副詞と：例NmKAKOBb｝KC，　NI，IKAKO｝KC，　NHKA－

　　K研｛C，NHKAK［blHE｛C，　NMKAMO｝KC，　NHKOrl）nA｝1｛C，　NHKOJIH｝KC，

　　NHKOTCP［bll，1｝1｛C，　NI4KOTOPT）IH｝KC，　NHKI，IIC｝KC，　NI！II｛lbTO｝KC，

　　NHKI）II4｝1｛C，　NIIqbTO｝KC，　NmlCnHNI）｝KC．

　4．　ある一定の語彙と：例llA｝KC，　NC｝KC，　oy｝KC，　Io｝KC．

　このうちもっとも判別しやすいのは上記中，第3項であろう。〈Ni，IIC一

朋Nb＞〈NHKOFI，nA＞等〈一｝KC＞を有さぬ形も存在する語彙もあるが，

これら否定辞を伴う場合は，多くのケースで一義的に，〈一｝ICC＞は続いてお

り，一綴りとみることができる。

3．本題に戻る。〈IAKO｝KC／IAKO｝KC＞のケースをとり上げる。二語の場合

と，一綴りの場合とがありうるから，一義的に決定することはできない。当

然のことながら，文意を斜酌しなければならない。

　検討する必要のある個所は23である。このうち1箇所は，二綴りの可能

性がある。そこで，まずOCSの最初期ではどうであったと推定されるか，

どの語が用いられ，いかなる意味であったかを第一の参考とし，ついで他本

との比較・対照によって，一綴りか否かを判定したい。最初期のOCSのテ

クストを，Vajsの再構テクストとここでは定ある。当該部のVajsでの形態

に従い，次に意味を検討する。Cf．以下の他本での状況は，上述のreduc一
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tionの問題と密接にかかわることは言を侯たない。

　以下，例文には通し番号を付し，Mstは2のまま引用するが，一綴りと

すべき箇所には二重の下線を施す。ともに問題とすべき箇所のある場合は，

ひとえの下線を施す。和訳はあく迄目安と考えられたい。

　1）　Vajs：IAKO｝KC

　　①Mc　l4．72（115B－15）：HBbTPolc　KoyPb　BbcnおHnoル1ANoy

　　　nCTPT）RπArOJIT）IAKO｝1｛C　PCqC　ICMOy　IC5．　nPB｝KC　llA｝KC

　　　KifiP［E，　NC　BLCnOICTB　nBAIIInbl　OT5BbP｝KCIIIH　CA　MCNC　H

　　　TPHHIIIH．　H　NAqLHb　rlJIAKAAmC　CA，；するとすぐ，にわとり

　　　が二度目に鳴いた。ペテロは，「にわとりが二度鳴く前に，三度わた

　　　しを知らないと言うであろう」と言われたイエスの言葉を思い出し，

　　　そして思いかえして泣きつづけた。

Vajsは該所のGr．テクストを〈めg＞と再構する。〈δ〉あるいは〈oδ〉の異

文を有するが（8），Nestle・Aland　27版も〈めg＞とし，岩波版は〈…とイエス

が彼に語った時の言葉を思い出した。〉と「時」の意と解する。Cf，①Sav

－（9）；Ass－；Mar　H｝KC；ZogもKO｝KC；Ostr　M｝1｛C；Arch－；Vosk

Mst　IAKO｝KC，　Gal　AKO｝1｛C；Miro－；Vrac－；1997　CrO｝1｛C．

　　②Mt　l3．40（406－11）：IAKO旺｛C　OyBO　CbBHPArOTb　n”CBC∬T）I　H

　　　OFNbMb　H｝KπH3AIOTL　IA．　TAKO｝KC　BOYnCTb　Bb　CbKONb－

　　　qANmC　BもKA　ccro．；だから，毒麦が集められて火で焼かれるよ

　　　うに，世の終りにもそのとおりになるであろう。

Gr．テクストは〈diσπεp＞である。〈～のように〉の意。　Cf．②Sav－；Ass

’BKOX｛C；MarちKO；Ostr　IAKO｝KC；Arch［IA］1｛［O］；Miro’BKO｝Ke；

Vrac－；19971AKO｝1｛C．

　　③Mt　21．6（129r－11）：IIIBAbMA｝KC　OyqCNHKA　CbTBOPHCTA

　　IAKO｝KC　flOBCJI’E，　MMA　ICb．；弟子たちは出て行って，イエスがお

　　命じになったとおりにし，
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Gr．テクストは〈rcαOdig＞で，〈～とおりに／ように〉の意。　Cf．③Sav

IAKO｝KC；AssもKO｝KC；Marも｝KC；Ostr　IAKO｝Ke；Arch－；Miro

も｝1｛C；Vrac；一；19971A正｛O｝1｛C．

　　④Mt　26．39（143a－21）：HnPeHI団b　MAJIO　nAnC　N四B　MOJIA

　　　CA　H　rJIA．　OqC　MOH　AIIIC　Bb3MO｝KbNO　ICCTb丑A　MMMO－

　　　H1工CTb　OTb　MeNC　qAmA　CM．　OBAqC　NC　IAKO　H｛C　A31）XOmrO

　　　Nb　IAKO｝KC　TLI．；そして少し進んで行き，うつぶしになり，祈っ

　　　て言われた，「わが父よ，もしできることでしたらどうか，この杯を

　　　わたしから過ぎ去らせてください。しかし，わたしの思いのままにで

　　　はなく，みこころのままになさって下さい」。

Vajsは〈NC　IAKO｝KC…NL　IAKO｝KC…〉と再構し，　Gr．テクストはくoδZ

めg…，clλλ’　cbg…〉と，ともに〈dig＞，すなわち〈～のように〉の意である。　Cf．

④Sav　IAKO｝KC…IAKO丑｛C；Ass　IAKO｝KC…’E・KO；MarもKO…’BKO｝KC；

Ostr　EAKO｝1｛C…IAKO丑｛C；Arch　IAKOM｛C…IAKO｝KC；Miro’BKO｝KC…

　　　　　　　　　　⑥’BKO｝1｛C；Vrac；正AK｝1｛C…iAKO｝1｛C；19971AKO｝KC…IAKO｝1｛C．

以上①～④は最初期のテクストを継承したものとして，一綴りとみてよい。

　2）　Vajs：IAKO｝Ke

　　⑤Mt　24．38（66B－6）：IAKO｝KC　BO　BもAXOy　BL　nNH　nPC｝KC　nO－

　　　TOnA　IAAOYIIIC　H　m410皿［C．｝1｛CNAHIe　CA　I4　nOCArAIOIIIC．丑O

　　　NIcPO｝Ke　nNe　BbNHnc　NoE　B「b　KoPABJrB；すなわち，洪水の

　　　出る前，ノアが箱舟にはいる日まで，人々は食い，飲み，めとり，と

　　　つぎなどしていた。

このverseはMst後半にもう一度あらわれる。小異があるので，全文を引

用する。

　　⑥Mt　24．38（136a－3）：IAKO｝KC　BO　BもIAAXOy　BbπNH　nPCH｛C

　　　nOTOnA　IA丑Oy皿［C　H　nmO】』C｝1｛CNA皿［C　CA　H　nOCArAIO皿C．

　　　llO　N℃rO｝KC　nNre　BT）NVallC　NOIC　B［E，　KOBbqCr［E，
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VajsはGr．テクストの〈diσπεp　7dp＞（1°）に対し，〈IAKO｝KC　BO＞と3語に

分けて再構する。Cf．⑤⑥Sav　IAKOMC　BO；AssちKOH｛C　BO；MarちKO

BO；Zog鳴KO｝1｛e　BO；Ostr正AKO｝KC　BO（8306，14606）；Arch　EAKO｝KC

BO；MiroもKO｝KC　BO；Vrac　EAKO｝1｛C　BO；19971AKO｝KC　BO，

　Vajsは，　Mt　24．37冒頭〈℃σπερδε〉については〈IAKO｝KC　BO＞と2語

を再構する。Cf．　Sav　IAKO（476），　IAKO｝KC　BO（886）；Ass’BKO｝KC　BO

（49d，84d）；Mar鳴KO｝KC　BO；ZogおKO｝1｛C　BO；Ostr　IAKO　H｛C　BO（8306，

14606）；Arch　IAKO｝KC　BO；MiroもKO｝KC　BO；Vrac　IAKO｝1｛C　BO（122，

159）；19791AKO｝KC（BO…）．

　Mt　24．37および同38の〈diσπεp＞は〈ちょうど～のように〉の意で，同

義とみられる。問題はその後に続く＜δξ〉と〈γdip＞であろう。前者は単に

文の連結を示す語であわ，後者は説明ないし例示を示し，〈すなわち〉ほど

の意か。OCSのテクストで〈γαρ〉をくBO＞とあてることは通常であり，

こちらは容易に首肯できる。一方，〈δ6＞だが，普通は〈｝KC＞をあてるこ

とが多く，おそらくMt　24．37の〈BO＞は，かかる〈｝王｛C＞とほぼ同義とみ

られる。K．　H．　Meyer（IDに依れば，『スプラシル写本』（Supr）において，

〈γdiρ〉を〈BO＞にあてるのが626回に対し，〈δ6＞にあてるものが16回ほ

ど見られる（逆に〈δ6＞に対し〈｝KC＞をあてるものが1230回，〈γdiρ〉に

対して〈｝KC＞をあてるものが10回）。さらに推量すれば，　Mt　24．37におい

て初めに〈EAKO｝KC＞を選択したため，次に〈｝KC＞を重ねることを避け，こ

れと同義と推定する〈BO＞を後続させたか。なお，　SJSは〈IAKO｝KC　BO＞

をセットで〈diσπεp，／abg＞にあてている。

　Savの4706には，，8806が他本と同様に〈IAKOZKC　BO＞とするのに対し，

次のように異なる訳を示している。

　　Sav（4706，新496）Mt　24．37：IAKO　nNHC　NOCBI，1・TAK］O　Bf弧CTL

　　　nPHml・CTBHC　CNA［以下欠］

1997が次のようにカッコを用いてこのverseを示すのは，　Savのかかる訳
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を意識していることではなかろうか。

　　1997Mt　24．37：IAKO｝Kε（BO　BblCTb　BO）丑NH　NωCBbI，　TAI｛ω

　　　B8nCTI）MnPHHICCTBIC　GNA　qJIBもqCCKArω：

さらになお，2004年刊ロシア聖書協会のMt　24．37，38の訳は次の通りであ

り，〈HO＞〈x60＞と補っている。

　　Mt　24．37，38：Ho，　KaK　6blno　Bo　nHH　HoH，　TaK　6yneT　H　B　npHIIIecTBHe

　　　CbIHa　qeJloBeqecKoro：レ160，　KaK　Bo八HH　Hepe几noTonoM　eJIH，　nHJIH，

　　　｝KeHHJIHcb　M　BHxo朋JIH　3aMy｝K，　no　Toro　nHfl，　KaK　Bol11eJI　Ho疏BKoBqer，

結論を言えば，⑤⑥は〈IAI｛0｝KC＞と一綴りでよいのではないか。　Vajsが

Mt　24．38で〈IAKO｝KC＞と二綴りにしたのは，　Marを尊重するがゆえでは

ないかと考える。それでも，他の古写本と比較する時，その判断を充分に理

解するのはやや困難である。

　3）　Vajs：IAKO

　　⑦Mc　2．12（125B－24）：HBIE・cTABI・ABHIe　H　Bb3bMb　ollPb

　　　H3HπC　fiPCnb　BLCBMH°IAKO｝1｛C　ZIEI，IBI，ITIil　CA　BCSM5．　H

　　　CJIABI，ITI，I　BA　rJIIOHIC．　IAKO　NHKOJIH｝KC　CHHC　BInSXOMb：

　　　～；すると彼は起きあがり，すぐに床を取りあげて，みんなの前を出

　　　て行ったので，一同は大いに驚き，神をあがめて，「こんな事は，ま

　　　だ一度も見たことがない」と言った。

Gr．テクストはくd5στε〉であり，〈それ故に〉の意である。　Cpe3HeBCK陥

は（’2）〈IAKO｝KC＞とこの意味の場合は2語に分けて掲出するが，　Suprでの

多用を見る時，一綴りでよいと考える。Cf．⑦Sav　H；Ass’E）KO；Mar

もKO；Ostr　IAKO；Arch　IAKO；Vosk　Mst　IAKO｝KC，　Gal　IAKO；Miro

もKO；Vrac正AKO；19971AI｛ω．

　Gr．テクストが〈c；5στε〉であるのは，以下の例も同様である。＠⑨ともに

一綴りでよい。

　　⑧Mc　4．32（596－17）：”　rer［［A　BI・cBIAIo　68JlcTb　BI・3ZIPAcTcTb
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　　　14BOYZICTb　BOJIIC　BCBXT）3CJル1レ1．レI　TBOPHTI）B「bTBPI　BCJIレIKbI

　　　IAKO｝KC　MOIIIH　nOnL　CおNHIO　ICrO　llTHIIAMb　NBCbNblldML

　　　rNS3且HTH　CA．；まかれると，成長してどんな野菜よりも大きくな

　　　り，大きな枝を張り，その陰に空の鳥が宿るほどになる」。

岩波版は〈…巨大な枝を張る。そのため，その陰で，…〉と明確に訳す。

Cf．⑧Sav－；Ass－；MarもKO；Ostr－；Arch－；Vosk　Mst

IAKO｝KC，　Gal　IAKO；Miro鳴KO；Vrac－；19971AKω．

　　⑨Mt　l3．54（1826－19）：Bb　ONO　BP’E，MA．　nP叩C　ICb　Bb　OTLqb－

　　　GTBO　GBOIC．　H　OyqAA皿C　NAPO1エ’BI　NA　C［E，BOPHIIIMMX［E，．　IAKO

　　　H｛CnHBHTH　CA　HMb　H　FJ’IATI，I　OTbKOynOy　CCMOy　ICCTB

　　　MoY丑PocTB　cH　H　cHJIbI．；そして郷里に行き，会堂で人々を教え

　　　られたところ，彼らは驚いて言った，「この人は，この知恵とこれら

　　　の力あるわざとを，どこで習ってきたのか。

岩波版は〈…そこの会堂で人々を教えていた。そのため彼らは仰天し，…〉

と明確に訳している。Cf．⑨Sav前文のみにて欠；Ass前文のみにて欠；

Mar　BKO；Ostr前文のみにて欠；Arch前文のみにて欠；Miro前文のみに

て欠；Vrac－；19971AKω．

　次例⑩⑪は，Vajsが〈IAKO＞，　Gr．テクスト〈δτ‘〉とするものである。

ただし，⑩のGr．テクストはいわゆるverba　dicendi　et　sentiendiにつづき，

その内容を示す副文章を導くものであり，〈～と〉の意。⑪のGr．テクスト

は理由を示すものであり，〈～が故に〉の意である。

　　⑩Mc　l4．71（115B－12）：ON［E，　ll｛C　NAqA　KJIATH　CA　H　HPOmlNATH

　　　CA．　IAKO｝KC　NC　BtBnB　q∫1（0）BKA　CCrO　ICrO｝KC　rJIICTC．；し

　　　かし，彼は，「あなたがたの話しているその人のことは何も知らない」

　　　と言い張って，激しく誓いはじめた。

Cf．⑩Sav－；Ass－；Mar　SKO；Zog　SKO；Ostr　EAKO；Arch－；

Vosk　Mst　iAKO｝KC，　Gal　AKO；Miro－；Vrac－；19971AKω．
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　　⑪Mt　24．44（66B－25）：CCFO　PA瓦H　M　BH　BOYnSTC　rOTOBVa．

　　　IAKO｝KC　BL　Nb凪C　qAC’b　NC　MbNHTC．　CblNT）q”OBもqB　nPH一

　　　皿CTb：～；だから，あなたがたも用意をしていなさい。思いがけな

　　　い時に人の子が来るからである。

岩波版は〈…備えていなさい。というのは，…来るからである。〉と文字通

りに訳す。なおこのverseの平行記事がL　12．40にあり，　Mstで次のように

く正AKO＞とある。

　　⑪’Ll2．40（97a－11）：HBbl　BOYnSTC　rOTOBH．　IAKO　B［b　Nb｝KC

　　　qACT）NC　MbNHTC．　CM）qJI（0）Bqb　HPH1工CTb：～

Cf．⑪Sav　IAKO；AssもKO；MarもKO；Ostr　IAKO（84，147）；Arch　iAKO；

Miro　BKO；Vrac　IAKO；19971AKω．⑩⑪も一一eaりで良い。

　次にVajs＜IAKO：めg＞とする例。＜めg＞は〈～のように〉の意。

　　⑫Mt　l2．13（189B－3）：T［E・rllA　rJIA　qJI（0）BKOy　nPOCTbPH　POy－

　　　KOY　CBO】0．14　nPOCTbPC　H　OyCTPOM　CA　llSJIA　IAI｛0｝KC　H

　　　皿poyl「AIA　l～；

ただし，この場合Gr．テクスト〈（δgヵ畝λη〉をくIAKO｝Ke　H　APOYFAIA＞

と＜H＞を入れて訳している点に注目しなければならない。岩波版は〈もう

一方の手と同じように〉に訳する。Cf．⑫Sav－；Ass－；MarもKO　H；

ZogもKO　t；Ostr－；Arch－；Miro’BKO　H；Vrac－；1997正AKω

のみ。この例も一綴りとしてよい。

　次例はVajsが〈IAKO：diσπεp＞とするが，次に〈H＞が続き，この点も

問題とせざるを得ない。この〈あσπερ〉は〈～のように〉の意。

　　⑬L18．11（109r－8）：ΦAPHCeH　E｛C　CTABb　C四C　Bb　CCBS　MO－

　　　．HAAHIC　CA．　BC　XBAJIOy　TCB’B　B［b3211A】O　IAKO　NもCMb　IAKO

　　　｝1｛eI4　HPOqV［”　q∫1（0）BHH．　rPABHTCJrC．　NCnPABb［［bNI4HH．

　　　nPCJIIOBOi工「BH．　HJIH　AKbl　Cb　MblTAPb，：パリサイ人は立って，

　　　ひとりでこう祈った，『神よ，わたしはほかの人たちのような貧欲な
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　　　者，不正な者，姦淫をする者ではなく，また，この取税人のような人

　　　間でもないことを感謝します。

Cf．⑬Sav　IAKO　I；Ass　6KO　M；MarもKO　H；ZogもKO　t；Ostr　IAKO　M

（116，239）；Arch　IAKO　H；MiroBKO　H；Vrac；’BKO［H］；19971AKO｝1｛C

のみ。

⑬も一綴りでよく，1997がこれを支持する。また上記2例での〈H＞の付加

は，OCSでの優れた意訳ととることができよう。

　次に問題とするMc　ll．23はMstに2箇所出てくる。ここにも特異な問題

が存する。初めにMstの例文を掲げ，次に検討を加えたい。

　　⑭Mc　ll．23（105r－13）：nPABO　FJIIO　BAML．　IAKO　H｝KC　AIIIC　PC・

　　　qCT正）FOPL　CCH　Bb3丑BHrNH　CA　H　BBP314　CA　BI）MOPC．　H　NC

　　　OYCOYMbNHTb　CA　BL　CPIIIIH　CBOEMB．　NL　BもPOy　HMCTb

　　　IAKO｝KC　rJIETb．　BOYACTb　EMOY　re｝KC　AIIIC　PCqCTb：～

　　⑮Mc　ll．23（105r－24）：nPABO　rJIIO　BAMb．　IAKO　H｝KC　AIIIC

　　　PCqCTb　rOPもCCH　Bb3nBHrNM　CA　H　BbBbP3H　CA　BL　MOPC．

　　　HNC　OYCOYMbNtaT　CA　Bb　CPIIHI，I　CBOICMb．　N［b　B’BPOY　HMCTb

　　　IAKO｝KC　FJIrCb　BOYIICTb　EMifi　IC｝KC　AIIIC　PCqCTb．

両文には小異が存するが今は問題としない。見るべきはともに二重下線部で

示した〈IAKO｝KC＞である。　Vajsの再構した文と，ともに掲げるGr．テク

ストは次のごときである。

　　Vajs　Mc　11．23：AMHNb　rJIArOnlffi　BAMb，　IAKO　H｝KC　AHITC　PC・

　　　qCT［b　rOPもCCH：πBHrNH　CA　H　BPbSH　CA　B［b　MOPIC，　H　NC

　　　OYCthM正）NI，IT［b　CA　B［E，　CP団LHH　CBOrCMI），　NL　B’E）Pdi　HMCTb，

　　　IAKO　IC｝KC　RnArO∫IICTb　BLIBAICTb，　BthnCT51CMOy，　IC｝KC

　　　AmTc　pcqCTb．；dμ加λξγωabμlv，δτ‘δg　divε伽τφδρε‘τ06τり，

　　　”Aρz9ητeκαど19MiSiηTtεisτかv　Odλασaαv，καどμカδ‘ακρ‘乏9カSvτガrcαPδ6q

　　　α∂τoadλλdπtστε6ση，δτ‘dλξ？℃‘γ‘レεταら5στα‘α～）τ（Pδ6dレεC”n．n；
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　　　よく聞いておくがよい。だれでもこの山に，動き出して，海の中には

　　　いれと言い，その言ったことは必ず成ると，心に疑わないで信じるな

　　　ら，そのとおりに成るであろう。＊Nestle－Aland　27版は句読法，文字の大

　　　小を除けばほぽ同じ。ただしVajsは最後部を次のようにする：δτ‘δλαλεT

　　　γ‘レετα4εστα‘αvτ（P・

Vajsは〈iAKO：δτ‘〉とするわけだが，この〈6τ‘〉は⑩同様，　verba　dicendi

et　sentiendiに続く副文章を導くものである。ところが，このMc　11．23の

文中に同一の機能をもつもうひとつの〈IAKO：δτ‘〉が存する。文頭に近い

〈IAKO　H｝KC　AmTC…〉である。しかしながら，　Mstはこの句を⑭⑮ともに

〈IAKO＞のまま残している。　Vajsが〈δτ‘δgδレε耽η…〉，〈δτ‘diuλE7’εt…〉

に対し各々〈IAKO　H｝KC　AHITC　PCqCTb＞，〈IAKO　IC｝KC　rJIArOJICTB＞

と再構し，文の構造上は同じとみてよい。Mstの後者くIAKO　HC＞は一綴

りで，かつこの〈IAKO　IC｝KC＞の融合形とはみられぬであろうか。・ただ，

次に示すように，canonのZogにもこの形態が認められるから，　Mstのみ

の特異な現象ではあるまい。Cf．⑭⑮Sav－；Ass－；MarもKO　H｝KC…

’bKO　C｝1｛C；ZogもKO　UI｛C　A皿TC…もKO｝KC；Ostr　IA｛O　H｝1｛C　AHIC…

IAKO　IC｝KC；Arch　IAKO　H｝KC…IAKO｝KC；Vosk　Mst　IAKO　H｝KC　AHIC…

正AKO｝KC，　Gal出（KO）M｝KC　AmC…正AKO｝KC；MiroもKO　AHIC…’BKO｝KC

（1406），’BKO｝1｛C　AHIC…もKO｝KC（349B）；Vrac（13）IAKO　H｝KC　AII［［C…IAKO

CE｛C；19971AKω，　H｝KC　AHIC…IAKωC｝KC＊Miro　349Bの前のぐbKO｝1｛C＞は

問題にすべきだが，おそらく＜’BKO＞と同価の〈SKO｝KC＞を用いたものか。融合形で

はないと考えるが，しばらく措く。

　4）　Vajs：nA

　このケースはMstに3箇所ある。いずれもGr．テクストは〈δπωg＞である。

　　⑯Mc　5．23（60B－3）：HMOJIAA皿C　H　MNOrO　rJrA．　IAKO恥HIH

　　　MOIA　NA　KONBqHNもICCTb．丑A　HPHmb皿b　B［E，3J’IO｝KHIIIH　NA

　　　NIO　POYIIも正AKO｝1｛C　HCH歪》JI鳴】CTb　H｝KレIBA　BOY丑eTb．；しきり
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　　　に願って言った，「わたしの幼い娘が死にかかっています。どうぞ，

　　　その子がなおって助かりますように，おいでになって，手をおいてやっ

　　　てください」。

上例の場合，〈6πωg＞は目的を示すもので，〈～のために〉の意。岩波版は

〈…娘に両手を置いてやって下さい。そうすれば娘は救われ，…〉と訳する。

比較・対照は，先行しているもう一つの〈nA＞をも含めて次に示す。

Cf．⑯Sav－；Ass－；Mar　nA…江A；Zog　llA…丑A；Ostr－；Arch

－；Vosk　Mst　nA…IAKO｝KC，　Gal　llA…nA；Miro　nA…江A；Vrac－；

197711A…IAKωAA．

　　⑰Mt　22．15（57r－12）：趾）ONO　BPSMA．　CbBST5　C［bTBOPHIIIA

　　　ΦAPHCCH　NA　ICA．　IAKO｝KC　H　OCH”14TH　M　CflOBCCLMb．；その

　　　ときパリサイ人たちがきて，どうかしてイエスを言葉のわなにかけよ

　　　うと，相談をした。

この例での＜δπωg＞は〈どのような仕方で〉の意である。Cf．⑰Sav　iAKO

llA；Ass　nA；Mar　nA；Ostr肛A；Arch　nA；Miro　nA；Vrac　nA；1997

1AKωnA．　Gr．テクストに対し，　OCS訳はSavなど目的の意に意訳してい

るようにみられる。

　　⑱Mt　23．35（135B－11）：IAKO　H｛C瓦A　nPHl1CTb　NA　B［E・I　BLCAKA

　　　KPbBL　nPABb［［1）NA　nPOJMBAICMA　NA　3CMilrO．　OTL　I£PlbBI，I

　　　ABCJrA　fiPABLnLNAArO　nO　KPT）BH　3AXAPmA　CNA　BAPA－

　　　XHHNA．　ICrO｝KC　OyBi・ICTC　MC｝KIO　HPKBHK）H　OJITAPbML．；こ

　　　うして義人アベルの血から，聖所と祭壇との間であなたがたが殺した

　　　バラキヤの子ザカリヤの血に至るまで，地上に流された義人の血の報

　　　いが，ことごとくあなたがたに及ぶであろう。

上例での〈δπωg＞は〈狗α〉に近い用法と考えられ，〈その結果／かくして〉

のほどの意か。目的と区別しにくく，Mstの〈正AKO｝KC丑A＞は〈IAKO

AA＞と同義で，目的のごとくに訳したものと考えうる。　Cf。⑱Sav－；
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Ass　llA；Mar　llA；Ostr　nA；Arch　llA；Miro　nA；Vrac丑A；19771AKω

AA．

　⑯⑰⑱の〈IAKO｝KC＞は一綴りでよい。

　5）　Vajs：nA　IAKO

　この例は〈IAKO＞の項でとり上げるべきであったかも知れないが，今こ

こで検討する。Mstは次のようである。

　　⑲Jl8．6（149r－7）：FJIA　HMb　lCb　A3L　rCCMb．　CTOIAAHIC｝KC

　　　mOπA　H｝1｛C　ICrO　HPCnAIAA皿C　Cb　NHMM．丑A｝AKO｝KC　PCqC

　　　HMb　A3b　ICCMb　HnOmA　BLCHATL　H　nA1エOHIA　NA　3CMJIH．；

　　　イエスは彼らに言われた，「わたしが，それである」。イエスを裏切っ

　　　たユダも，彼らと一緒に立っていた。イエスが彼らに「わたしが，そ

　　　れである」と言われたとき，彼らはうしろに引きさがって地に倒れた。

　　　＊今日では〈llA…〉以下をJ18．6とするのが通常。今，　Zに従う。

〈nA　IAKO＞に対し，　Vajsは〈ロs　oδレ〉と対応させる。結論的に言えば，

〈oδレ〉をくllA＞と，〈めg＞を〈IAKO＞と訳したのであろう。〈oδレ〉はこの

場合〈そこで／それから〉ほどの意。言うまでもなく＜oδレ〉は文頭に立つ

ことはないから，OSCでの語順には反映されない。⑰g＞は〈～の時〉の意。

岩波版は〈さて，彼らに「私はいる」と言うと，人々は後ずさりして地面に

倒れた。〉とする。よって⑲〈nA　IAKO｝KC＞の後2語は一綴りでよい。

Cf．⑲Sav　nA　IAKO；AssもKO；Mar　nA　6KO；Zog　nAもKO；Ostr　llA

iAKO；Arch－；Miro　llA　IAKO；Vrac∬A　IAKO｝1｛C；1997　CrllA　E｛C．

　6）　Vajs：HBO

　　⑳L11．4（826－16）：HOCTABH　NAMb　PPSXbl　NAmA　IAKO｝KC

　　　HM正）1　OCTAB”AICMb　BCAKOMifi　nb”°｝KbNHKOY　NAIIICMOy．

　　　HNC　BbBCnH　NACI）BT）HCKOymCNmC　Nb　I，13BABI・l　Nbl　OTb

　　　NCHPHIA3NH．；わたしたちに負債のある者を皆ゆるしますから，わ

　　　たしたちの罪をもおゆるしください。わたしたちを試みに会わせない
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　　　でください』」。

Vajsには〈κα～γdρ〉とGr．テクストがある。これは〈なぜなら～も又／な

ぜならば〉ほどの意。⑳も一綴りでよい。岩波版には〈また，私たちの罪を

お赦し下さい，私たちに負債ある者をことごとく，私たち自身も赦しますか

ら。そして，私たちを試みに遭わせないで下さい。〉とある。Cf．⑳Vajs　HBO

H　CAMVa；Sav　HBO　H　CAMM；Ass　一；Mar　tBO　H　CAMH；Zog　tBO　t

CAMH；Ostr　IAKO　M　Mbl；Arch　IAKO　Mbl；Miro　HBO　H　CAMH；Vrac

－；1997HBO　H　CAMH．

　7）　Vajs：関係代名詞の諸形

　その第1はVajsがくE｝KC：τ◇とするもの。

　　⑳Mc　14．36（1146－2）：HrJIAAIHC　OqC　BCC　MOIIIbNO　TCBも

　　　MHlqO　NCCH　qAHIIO　CHIO　OTb　MCNC．　N’b　NC　IAKO　A3［E）　XO皿K）

　　　N［blAKO｝KC　TIBI．；「アバ，父よ，あなたには，できないことはあり

　　　ません。どうか，この杯をわたしから取りのけてください。しかし，

　　　わたしの思いではなく，みこころのままになさってください」。

このくτ◇は関係代名詞の代用に用いられるコイネーの用法である。これを

OCSは中性形関係代名詞で訳した。岩波版は最後の部分を〈しかし，私の

望むことではなく，あなたの望まれることを〉と訳す。しかし，OCSの一

部は意訳して〈～のように〉と，ともに〈iAKO＞に訳すものがある。　Mst

は〈IAKO｝KC＞と一綴りでよい。なお，〈N［E，〉以下の比較は下に記すが，　Gr．

テクストはVajs　1927が〈dAλ’o∂τ6　Eγct＞z96λco，　dλλdτiσab．〉（〈・：・N［b　NC

’BKO　A3b　XO皿Tilfi　Nb　C｝KC　Tb．〉）とするのに対し，　Vajs　1935は〈dZλ’

Ot＞　cbg　E7t（δθ6λω，　dλλdτ6σa＞と変更している（どちらも有注）。　Cf．⑳Vajs

M）NC　IAKO…Nb　IC｝KC　TH；Sav－；Ass－；Mar・：・Nb　NC’BKO…

NT）CE｛C　Tb；Zog　NT）NC”BKO…Nb　C｝KC　T［bl；Ostr－；Arch　一；

Vosk　Mst　Nl）NC　IAKO…N「b　IAKOH｛C　Tbl，　Gal　N’b　NC　IAKO…NI）IC｝KC

T「bl；Miro－；Vrac－；1997　NO　NC　C｝1｛C…NO　C｝KC　Tbl，
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第2はVajsが〈｝A｝Ke：a一〉とするもの。ともに関係代名詞・中性・複数・

対格で，直訳である。

　　⑳L12．12（86a－18）：CTI，II4　60　［［XI，　NAOYql（Tb　BI，1　BI，　TI，　qACI，．

　　IAKO｝KC　nOπOBAICTL　rJIArOJIATH：～；言うべきことは，精霊が

　　その時に教えてくださるからである」。

Gr．テクストの関係代名詞は先行詞なしで，〈教える〉内容を表わすもので

ある。これを意訳して〈IAKO／IAKO｝KC＞としたものか。したが『 ﾁて⑳も一

綴りでよい。Cf．⑳Sav－；Ass　B｝KC；Marも｝1｛C；Zog’BKO｝KC；Ostr

憤｝KC；Arch　IAKOE｛C；Miro　C｝王｛C；Vrac　IAKO｝KC；19971A｝1｛C．

　第3はくIA｝KC：のとし，ともに関係代名詞だが，ともに先行詞を有す

る。〈IA｝KC＞のそれは〈OBbllA＞であるが，意味上，〈IA｝KC＞は女性・複

数・主格である。これに対しくのの先行詞は〈πρ6βατα〉で，中性・複数・

主格である。

　　㊧　J10．16（165a－1）：141NlbI　OB正）UA　HI＞IAM51AKO｝1｛C　NC　COYT5

　　　0Tb丑BOPA　CCrO　H　TbI　MH　nOπOBAICTB　nPHBCCTH．　H　PJIACL

　　　MOH　OyCJIblHIATb．　H　BOyllCTb　ICIIVaNO　CTAnO　H　ICnVaNb

　　　nACTOYX［E，：～；わたしはまた，この囲いにいない他の羊がある。

　　　わたしは彼らをも導かねばならない。彼らも，私の声に聞き従うであ

　　　ろう。そして，ついに一つの群れ，ひとりの羊飼となるであろう。

Cf．⑳Sav　A｝KC；Ass｝A｝KC；Mar　IA｝1｛C；Zog　IA｝KC；Ostr　IA｝1｛C；Arch

m｝KC；Miro　C｝KC；Vrac－；19971A｝KC．ちなみに2004年ロシア聖書協

会訳は〈EcTb　y　MeHH　M　npyrlde　oBubl，　KoTopble…〉と関係代名詞を用いて

訳している。以上，Mstの〈IAKO｝KC＞とどのように関連づけることがで

きるであろうか。繰り返しになるが，Gr．テクストは，先行詞を有する関係

代名詞である。

　さて，ここにこのケースを解釈する上で，ヒントとなる例が存する。Mt

24．21である（下線筆者）。
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　　Vajs　Mt　24．21：Bthl［CTI）BO　TOMA　CKPbBb　BCJIblA，正AKAH｛C

　　　NおCTT）Bbl”A　OT「b　NAqAJIA　BbCCrO　MKPOy江O　CC”S，　NM

　　　HMATb　B’blTva．；”Eστα‘γdpτ6τεθλ6ψ‘gμεγ6λη，　o血o∂γ6γoμεり

　　　dπ’aρ痂gκ6σμ005ωgτ00レ似0∂δ’Ot）　Ltli　76Vηταa　iその時には，世

　　　の初めから現在に至るまで，かつてもなく今後もないような大きな患

　　　難が起るからである。

ここではGr．テクストの関係代名詞〈oZbg＞の女性・単数・主格形〈o血〉

に対し（先行詞は〈iPλigbes＞），　OCSは同じく関係代名詞のくIAK［E，｝1｛C＞の

女性・単数・主格形によって，忠実に訳している（先行詞は〈CKPIbBb＞）。

＜oZog＞の意味にではなく，関係代名詞である点に注目してほしい。諸本も

ほぼこれを踏襲しているとみられる。Cf．　Sav　IAKA｝1｛C；AssもKA｝KC；

MarもKA｝KC；Zog島KA｝KC；Ostr　IAKAff｛C；Arch－；MiroもKA｝KC

（1016，234a）；Vrac－；1997正AKA｝KC．なお2004年ロシア聖書協会訳：

KaKoM．ただし，　SJSによれば，15世紀セルビアのTetra－evangelium

Nikoljanumは該所を〈もKO｝KC＞とするとある。ここでは，関係代名詞と

してのくoZog＞の形態よりも，その意味であるく～のような〉に，文意の重

心が移ったためではなかろうか。そして，MstでぽつぎのようにMt　24．21

の該所を〈IAKO／正AKO｝KC＞としているのである。

　　Mst　Mt　24．21（52B－2）：BOYnCTL　BO　TIbF八A　nCqAJIb　BCJIHKA

　　　正AKO　NBCTb　BT）IJIA　OT［E，　NAqAJIA　TBAPH　CCIA．　nO｝1｛C　H江O

　　　NT）INもNC　H1）1ATb　Bl）ITH．；（132B－25）　：BOYnCTb　BO　TT）rnA

　　　nCqA”b　BCJII4KA　IAKO｝KC　NILCTb　E［blJIA　OTb　NAqAJIA

　　　MVaPA　nO｝KC　HπOCCJIもNH　HMATb　BbITH．

一種の意訳とみてよい（14）。したがって，⑳も一綴りでよい。

4．前節で具体的に検討した23箇所は，すべて〈IAKO｝KC＞と一綴りでよ

いと結論づけられる。Vajsが〈IAKO｝KC＞と推定した箇所も，　Mstは
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〈IAKO｝KC＞と結論してよい。

　〈IAKO｝KC＞一語にかかわる小さな問題であったが，一方では，上掲した

他本との比較・対照から充分に読みとれると考えるが，次のような点にも言

及しうるであろう。最初期から用いられていた一綴りの〈IAKOHC＞に直結

しうるものはむろんMstに存在するものの，少数であること。すなわち，

canonとMstの間には複数回のreductionの問題が横たわっており，この

たび重なるreductionは，自然の流れとは言いながら，元来のテクストの

解釈からそれに基づく言い換えへと，さらにperiphrasisへと向かって行く。

他方，語彙の〈IAKO＞は，種々にわたる意味と用法をreductionの途次に

おいて荷なわされることになった。加えて，東スラブに酒酒と流れる口語的

伝統に沿ってと筆者は想像するが，強意の＜｝KC＞への嗜好が作用したので

はないか。これには音調もかかわるであろう。古くから用いられる〈A＞の

多用や，現代ロシア語におけるdiminutivesへの偏愛などと，軸を一にす

るものと考えうる。こうした性向が，広義・多用法を有する語彙に肥大した

一換言すれば汎用性に富んだ一〈IAKO＞に結びつき，〈IAKO｝KC＞が

〈iAKO＞と同じく用いられている。これがMstの〈IAKOH｛C＞ではないか。

　Mstの〈EAKO｝KC＞は，用法・意味ともに繁雑になりすぎた。しかし，

かかるルースさは，ある意味でロシア的と言いうるのではないか。Archで

さえ，Mstと比較した時，その間に断続が感得され，古写本に近いとさえ

相対的には言える。だがMst以降，次にこの意味・用法の検証が生じてく

る。現行のロシア教会スラブ語聖書は，Mstの立場から，古きに戻ろうか

とするかのようである。

まとめとして　〈｝KC＞が前の語に続くか否か，　Mstでの少数例に限って具

体的に検討してきたが，結句，その文が何を言いたいか，ということにひと

えにかかることに帰結する。ロシア人にとって〈｝KC＞を独立して綴ろうと

否と，文の意を感知できる者にとっては，本稿の作業は無為に近いであろ
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う。しかしながら，Mstでのルースな多様性を分析し，判断することは，

我々外国のスラビストにとってはそれなりの意味を有するであろう。最近

A刀eKceeB（15）らによってなされている一連のスラブ訳聖書の労作には眼を瞠

るものがある。しかし，文意を第一とした時，Mst以下の特にロシア後代

の写本の扱いにやや不安を感ずる。Particulaなどの研究には，やや堪ええ

ないのではないか。A刀eKceeBらの企図に拍手をおくる一方，各写本類の写

真や刊本をまず出刊してもらいたいと思うのは，筆者ひとりではなかろう。

斯学のために切にこれを希望したい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　注

（1）参照：岩井憲幸〈『ムスチスラフ福音書』における重出テクストについて

　　一マタイ伝の場合一〉「文芸研究」第101号，2007年2月；〈「ムスチスラ

　　フ福音書』における重出テクストの問題一ヨハネ伝の場合一〉「明治大学

　　教養論集」通巻426号，2008年1月。

（2）　参照：岩井憲幸・服部文昭「古代教会スラブ語の地方的変種から古代ロシア

　　文語の萌芽にかかわる研究一「アルハンゲリスク福音書」を中心として一」，

　　平成10年3月；「古代ロシア文語の萌芽期における特性の研究一「アルハン

　　ゲリスク福音書」を中心として一」，平成14年3月；「古代ロシア文語萌芽

　　期の第二段階におけるハイブリッド性の多様さと重層性について」，平成18年

　　3月。（いずれも科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書）。

（3）　計60箇所ほど。

（4）SJS（参考文献B1），　t．1，　pp．　LXX－LXXIII，なお〈glag，〉は〈グラゴル文

　　字〉，〈cyr．〉は〈キリル文字〉を示す。

（5）　H．H．　AypHoBo，　BBeneHvae　B　HcTopMro　pyccKoro　fl3HKa，　M．，1969，　p。57．

（6）　引用に際しては他本と同様に，便宜的に大文字をもって行なう。

（7）　ゴチック体を用いて表示されている。

（8）以下で比較・対照する他写本における使用語彙の違いは，一部これに起因す

　　る可能性がある。

（9）〈一〉は当該verse自体の欠在を示す。なおCf．以下の他写本の表示順は，

　　reductionの問題を前面におし出さんがためである。

（10）　Nestle－Aland：abSγdp．
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（11）K．H．　Meyer，　Altkirchenslavisch－griechisches　W6rterbuch　des　Codex

　　　Suprasliensis，　Verlag　J．　J．　Augustin，　GIUckstadt　und　Hamburg，1935．

（12）参考文献Bを見よ。なおCpe3HeBcKMnは一綴りのくIAKOKC＞を見出し語

　　　として出していず，この点，後の旧ソ連邦での方式に連なっている。

（13）通常と異なり，verseのNo．をMc　11．22とする。

（14）　Gr．テクストは異文なし。

（15）　参考文献Aを見よ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献（＊本文および注で掲出したものは省く。）
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　XII　M　KoHlla　XIII　BeKa，　q．1，　M．，1999。

6）　A．BocToKoBb，　OcTpoMMpoBo　eBaHreJlie　1056－57　rona，　Cn6．，1843（Rep．1964，

　Wiesbaden）．

7）　ApxaHrenbcKoe　eBaHre刀ie　1092　roロa，1’13naHie　PyM朋UoBcKaro単y3eH，1＞L，

　1912．（写真複製版および私家版翻刻による。）

8）

9
）

10）

11）

　　cKoe　6va6JleracKoe　o6皿ecTBo，　Cn6．，　1998

　　TpanMuldH，　PBO，　CII6．，2005．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

12）　Nestle－Aland，　Novum　Testamentum　Graece，27，　revidierte　Auflage，

　　Deutsche　Bibelgesellschaft，　Stuttgart．

13）BH6nHH，　KHHrH　cBH皿eHHoro　nzcaHHH　BeTxoro　z　HoBoro　3aBeTa；　KaHoHHqecKtae，

　　B　pyccKoM　nepeBo丑e［…］，Pocc曲cKoe　6va6ne血cKoe　o6皿ecTBo，　M．，2004．

14）　聖書，日本聖書協会，1974．

15）　佐藤研訳，マルコによる福音書　マタイによる福音書，岩波書店，1995；佐藤

　　研・大貫隆訳，ルカ文書，岩波書店，1995；小林稔・大貫隆訳，ヨハネ文書，岩

　　波書店，1995．

JI．　H．｝KyKoBcKaH　Hp．，　ApxaHre刀bcKoe　eBaHre刀He　lO92　ro江a，　M．，1997．

B．lloHeB5，　BpaqaHcKo　eBaHreJle；BanrapcKM　cTapMHH，　K，　IV，　CoΦHH，1914．

H．PonHh－rJoBaHoBH㌔，八4HpocJlaB」beBo　jeBaH寿eJbe，　Beorpan，1986。

A．A．　AJIeKceeB　H皿p．，　EBaHre朋e　oT　HoaHHa　B　cJlaBHHcKo疏TpanHuHH，　Pocc舩一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；EBaHre朋e　oT　MaTΦeH　B　c刀aBHHcKo血
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B．辞典

1）　Slovnik　jazyka　staroslov6nsk6ho，　Praha，1966－1997．（R6P．　CJIoBapb　cTapo－

　　c”aBHHcl｛oro　H3blKa，　CH6．，2006）．

2）　P．M．　He血T朋H　HP．，　CTapocnaB朋cKMn　cfloBapb（fio　pyKonHcHM　X－XI　BeKoB），

　　M．，1994．
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　　1893－1903．（Rep．1958，　M；1971　Graz）．

4）W．Bauer，　Griechische－Deutsches　W6rterbuch　zu　den　Schriften　des　Neuen

　　Testaments［…］，GieBen，1928．

5）W．F．　Arndt－F．　W．　Gingrich，　A　Greek－Englisch　Lexicon　of　the　New　Testa－

　　ment［…］，Chicago，1957：2nd　ed．，1979．

C．文法書その他

1）　木村彰一，古代教会スラブ語入門，白水社，1985．
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　　M．，1976．

5）　H．A．　MeuエepcK朋，レlcTopHfi　pyccKoro　imTepaTypHoro　H3blKa，几，1981．

6）M．　Garzaniti，　Die　altslavische　Version　der　Evangelien，　K61n・Weimar－Wien，

　　2001．

7）　E．B．　YxaHoBa，〈1｛Bonpocy　o　MecTe　1＞ZcTcJlaBoBa　eBaHreJIHH　B　KyJlbType　JlpeB－

　　Hen　Pycva　KoHua　XI－Haqa刀a　XII　B．〉，　Palaeoslavica，　Vol．14－2006，　Cambridge，

　　M．A．

8）　A．A．3afiva3HHκ，瓜peBHepyccKMe∂HK朋THKH，　M．，2008．

9）　F．Blass－ADebrunner，　Grammatik　des　neutestamentlichen　Griechisch，9．

　　Auflage，　G6ttingen，1954．

10）R．W．　Funk（transl．　and　ed．），AGreek　Grammar　of　the　New　Testament　and
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